
学校番号 １００１ 

令和 2年度 国語科 

 

教科 国語 科目 現代文 B 単位数 ３単位 年次 ２年次 

使用教科書 「改訂版 現代文 B」（数研出版） 

副教材等 新版二訂 みるみる実力アップ 現代文 ２ （第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・2年生では、将来を見据えた発展的な国語の力を身につけましょう。 

・現在、私たちが住む世界がどのようにかたち作られ、これからどうなっていくのかという社会を

見る目を養うことを意識しましょう。 

・話し合い、文章記述、発表などで自分の意見を考え、他者と交流する授業を行います。 

・様々な文章を「読む能力」を向上させ、コミュニケーションの基礎となる「話す・聞く能力」や

意思を伝えるための「書く能力」を身につけましょう。 

・作品にふれた際には、同じ作家の他の文章や、同じテーマで書かれた文章も読んでみてください。 

・積極的に授業に取り組み、感じたことを他の生徒と共有してください。 

・定期考査にもしっかり取り組み、提出物などの期限は守ってください。 

 

２ 学習の到達目標 

・目的や場にふさわしい言葉や表現を選び、適切に思いを伝えることができる。 

・目的や場に応じて的確に文章の内容や構成、登場人物の心情を読み取ることができる。 

・人間関係において、互いを尊重し、相互理解を深め、正しく意思を伝えあうことができる。 

・言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる。 

・伝統的な言語文化に対する関心を持ち、国語を尊重する態度をはぐくんでいる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態

度 

b:話す・聞く

能力 
ｃ：書く能力 ｄ:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言語

文化に対する関

心を深め、国語を

尊重してその向

上を図ろうとす

る。 

目的や場に応

じて効果的に

話し的確に聞

き取ったり、

話あったりし

て自分の考え

をまとめてい

る。 

相手や目的、

意図に応じた

適切な表現に

よる文章を書

き、自分の考

えをまとめ、

深めている。 

文章を的確に読

み取ったり目的

に応じて幅広く

読んだりして、

自分の考えを深

め、発展させて

いる。 

言葉の特徴やきま

り、漢字などについ

て理解し、知識を身

につけている。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワーク

シートなど） 

行動の観察 

（発表などの

パフォーマン

スの評価） 

記述の確認及

び分析（ワーク

シート、原稿用

紙） 

記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認（ノート、

ワークシートなど） 

定期考査 

小テスト 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a ｂ C d ｅ 
  

１ 評
論
の
内
容
を
理
解
す
るⅠ

 

   

教材：「国境を越える言

葉」 

「『内的成長』社会へ」 

「未来世代への責任」 

 

○ ○   ○ a:文章の構成や展開を読み取

り、意欲的に考察しようとして

いる。 

b:主張内容を理解し、自分なり

にまとめることができる。 

e:現在の世界の状況について

知識を持っている。 

行動の観察 

記述の確認 

定期考査 

 

１ 小
説
の
内
容
を
理
解
す

るⅠ
 

教材：「無用の人」 

「山月記」 

○   ◎ ○ a:登場人物のおかれた状況な

どに関心をもち、心情把握に取

り組んでいる。 

ｄ:物語の展開を理解し、心情

などについて把握できる。 

e:作品の背景を知っている。 

行動の観察 

記述の確認 

定期考査 

 

２ 評
論
の
内
容
を
理
解
す
るⅡ

 

教材：「科学・技術の歴

史の中での社会」 

「偶然とは何か」 

○ ○   ○ a:文章の構成や展開を読み取

り、意欲的に考察しようとして

いる。 

b:主張内容を理解し、自分なり

にまとめることができる。 

e:現代の状況や、そこに至るま

での歴史的事実について理解

している。 

行動の観察 

記述の確認 

定期考査 

 

２ 小
説
の
内
容
を
理
解
す
るⅡ

 

教材：「こころ」 ○  ○ ◎ ○ a:登場人物のおかれた状況な

どに関心を持ち、心情把握に取

り組んでいる。 

c:感じたことや、考えたことを

自分の表現で相手に伝えるこ

とができる。 

d:物語の場面に沿って、出来事

や登場人物の心情を正しく読

み解くことができる。 

e:物語の背景や、その当時の風

習などについて知識をもって

いる。 

行動の観察 

記述の確認 

記述の分析 

定期考査 

 



３ 評
論
の
内
容
を
理
解
す
るⅢ

 

教材：「日本語は非論

理的か」 

「『具体』から『抽象』

へ」 

 

○  ◎  ○ a:文章の構成や展開を読み取

り、意欲的に考察しようとして

いる。 

c: 主張内容を理解し、自分な

りにまとめることができる。 

e:母語の論理を意識して学び、

言葉の使い方を理解している。 

行動の観察 

記述の確認 

定期考査 

 

３ 詩
の
内
容
を
理
解
す
る 

教材：「永訣の朝」 〇 〇   〇 a:筆者の心情や思想を読み取

ろうとしている。詩を読むこと

を楽しんでいる。 

b:詩を通して、感じたことなど

をまとめ、伝えることができ

る。また、相手の意見を受け入

れることができる。 

e:作品の背景や、韻文の知識を

もっている。 

行動の観察 

記述の確認 

定期考査 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力 

c:書く能力       d:読む能力 

             e：知識・理解 

 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


